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1　は　じ　め　に

作物の生育・収量は，気象条件や肥培管理等で異なるが

土壌の種顎による影響もかなり大きい。

著者らは，連作における作物の生育と土壌の理化学性の
変化に関する基礎的知見を得ることを目的として，野菜を主
とした7種顎の作物を2種規の火山灰土壌で連作し，それら

の生育・収量と各種障害の発生等について，5年間調香した

ので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

試験は東北農試畑地利用部（福島市荒井）構内の，1985
年の春に盛土造成（厚さ50cm）した淡色果ポク土畑（以下

衷1供試作物と耕種概要

淡色土畑と略記）と厚層腐植質黒ポク土畑（以下腐植土畑

と略記）を用い，1区20nfの2連で行った。

試験区には6種類の野菜と1種顎の牧草を供し，その耕

種概要を表1に示した。播種月日等は5年間はぼ同様に実

施した。施肥鼠は淡色土畑が未熟土壌であることを考慮し，

慣行の3割増しとして，N，P205，K20はそれぞれ硫安，

過石，硫加を，堆肥は稲藁堆肥を使用した。インゲンマメ，

ダイコン，トマ＝引は分施を行ったが，他は全景基肥とし

た。各作物は年1作とし，常法により生育・収量及び各種

障害の発生調査を実施した。試験5年日には初作畑を新設

し，連作畑との比較を行うと共に，ベルマン法によって捕

物寄生性線虫の調査を行った。

品　 種　 名
播 種 定 植 収 穫 期 （句 ）

l 栽 植 距 離 施　 肥　 量 （k g ／10 a ）

月 ．日 月 ．目 始　 一　 終 畦 間 ×株 間 N P 2 0 5 K 2 0
苦 土

石 灰
堆 肥

ケ ンタ ッキ ー ワ ン ダー 5 ／12

8 ／1 1

7 ／下 － 1 0 ／ ド 14 0 × 6 D x 4 5 3 2 3 9 3 2 2 6 0 4 ．0 0 0

耐　 病　 総　 太　 り 8 ／2 5 l l ／中 7 0　　 ×　 2 5 26 3 3 2 6 1 3 0 2 ．60 0

ハ 二 一 バ ン タ ム 3 6 5 ／2 1 8 ／中 一 F 9 0　 ×　 2 5 3 3 2 6 2 6 2 0 0 2 ．6 0 0

前　　　　　　　 進 4 ／2 4 7 ／中 2 5　 ×　 条 播 1 7 13 10 2 0 0 2 ．6 0 0

深　 み　　 ど　　 り 7／1 0 1 1 ／‾下 8 0　 ×　 3 5 3 3 2 0 2 6 2 6 0 4 ．0 0 0

強　 力　 米　 寿 購 入 5 ／2 1 8 ／上 － 1 0 ／上 9 0　　 X　 4 5 3 8 3 3 3 9 2 6 0 5 ．0 0 0

五　　　 ツ　　　 薫 5／1 2 g ／中 7 0　 ×　 3 0 5 2 0 2 0 15 0 乙 0 0 0

試　験　区

インゲンマメ

ダ　イ　コ　ン

スイートコーン

エ　ン　バ　ク

キ　ャ　ベ　ツ

ト　　マ　　ト

ユ　ダ　マ　メ

注．施肥量の3要素は成分量を他は唄物量を示した。ダイコンとエダマメの堆肥は隔年施用とした。

3　実験結果及び考察

5年間の生産物量（収穫時の総生体垂）の推移を表2に

示した。1年目に比較して，エンバク区の2年目以降と淡

色土畑の2年目の生産物亀は．総体的に高い傾向を示した

が．外は年次変動が大きく一定の傾向は認められなかった。

すなわち．試験3年目（1988）には冷害が，また4，5年

目の夏季には干ばつがあり，これらの気象条件が大きく影

響を及ぼしたためと考えられる。・一一万，土壌間の生産物盛

衰2　生産物量の推移

比較では淡色土畑のキャベツとトマト区が，腐植上欄より優

る傾向にあったが，他では一定の傾向は認められなかった。

各種の障害はインゲンマメ，エンバク，キャベツ，トマ

ト区で認められ，インゲンマメ区では腐植上畑が3年臼，

淡色土畑が4年Hからモザイク病（BYMV）と青枯れ病

等が発生し．枯れ株の増加が認められた（表3）。また，

腐植土畑の4，5年目には，連作に起因すると考えられる

草勢の低下が認められた。エンバク区は4年臼にレッドリー

フ病が多発したが，収量への影響は小さかった。表4には

（新鮮物．kg／20d）

1 年 昌 2 年 日 3 年 目 4 年 目
淡 色 土 l肩 植 土 淡 色 土 1腐 植 土 淡 色 土 l腐 植土 淡 色 土 腐 植土

7 5 ．3 7 7 ．5 8 7 ．3 7 4 ．6 7 8 ．6 3 6 ．9 5 4 ．8 3 3 ．6 7 5 ．1

】6 7 ．5 2 0 3 ．0 2 3 9 ．1 2 6 1 ．1 8 9 ．1 7 7 ．0 1 8 4 ，3 1 7 5 ．3 1 4 7 ．3

7 5 ，1 1 0 7 ．5 8 5 ．7 6 7 ．8 7 4 ，5 7 2 ．0 7 4 ．2 6 7 ，7 4 3 ，2

5 3 ．8 8 2 ．7 4 4 ．9 5 7 ．0 9 5 ．2 1 1 0 ．3 7 8 ．9 7 0 ．8 8 5 ，2

18 6 ，5 1 7 6 ．5 2 0 4 ．8 1 9 8 ．8 1 2 9 ．2 閲 ．9 1 5 3 ．7 1 1 9 ．3 1 5 9 ．8

2 2 3 ．5 2 0 7 ．4 2 6 9 ．6 2 4 1 ．1 1 1 1 ．4 1 2 3 ．0 2 0 1 ．1 1 6 2 ．6 2 0 7 ，4

1 3 8 ，0 1 4 1 ．7 5 3 ．6 5 8 ．7 6 2 ．0 4 6 ．5 3 0 ．2 3 3 ．2 4 3 ．0

注．生産物量には収穫物の他．茎森及び根も含めた。
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表3　インゲンマメの枯れ株割合の推移　（％）

供 試 圃 場 l 年 目 2 年 目 3 年 日 4 年 日 5 年 目

淡 色 土 畑 4．5 17 ．0 13 ．6 17 ．0 2 2 ．7

腐 植 土 畑 9．1 15 ．9 8 ．0 2 2 ．7 3 4 ．1

衷4　キャベツの根こぶ病発生率の推移　（％）

供試圃場 1 年 目 2 年 目 3 年 日 4 年 目 5 年 目

淡色土畑 0 0 0 0 20．0

腐植土畑 0 0 4 5．0 47．1 9 3．6

表5　トマトの枯れ株の割合　　　　　（％）

供 試 圃 場 1 年 目 2 年 目 3 年 目 4 年 目 5 年 目

淡 色 土 畑 5．7 3．4 1 0．2 8．0 6．8

腐 植 土 畑 1．1 8 ．0 13 ．6 1 1．4 1 7．0

キャベツの根こぶ病発生率の推移を示したが，腐植土佃で

は3年目に発病し．5年目の発生率は93．6％であった。根

こぶ病の多発は収穫物の上物割合の減少を招き，5年口で

はS規格＋規格外割合が約30％の高率を示した。一方，淡

色上畑では5年日に20％の発生率を示したが，結球率や品

質への影響は小さかった。トマト区ではアルターナリア茎

枯れ病とモザイク病（BYMV）等が発生し，枯れ株もか

なり認められ．枯れ株割合は1年臼を除き淡色上欄より腐

植土畑が高かった。また，冷害年の3年Rもかなり高く，

低温・長雨がこれらの病害の発生を助長させるものと考え

られた（表5）。

5か年の試験期間には前述のような劣悪な気象条件が重

なり，連作による影響の把握がト分でなかったため，各作

物の初作畑を新設して，連作畑との比較検討を行った。

図1には年産物量の比較を示した。エンバク区を除いて

連作畑は各区とも初作畑より劣る傾向にあった。すなわち．

淡色上畑ではエダマメ，スイートコーン．トマト，インゲ

ンマメ，ダイコン，キャベツ区の順に劣り，初作畑に対す

る指数は55，67，72，73．88，95であり．また，腐植土畑

ではインゲンマメ，トマト，エダマメ，キャベツ，スイー

トコーン，ダイコン区の順で，それぞれ58，67．71，77，79，

餌であった。「九エンバク区は連作畑が初作畑よりも勝

り，初作畑に対する指数は，淡色土畑が129，腐植土畑が1

52で他の区とは逆の傾向を示した。
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図1初作畑と連作5年目の生産物量比較

表6　連作5年目の圃場における植物寄生性線虫の密度

イ　ンゲンマメ

ト　　　マ　　ト

ユ　ダ　マ　メ

a　作付讃b b／a

18　　　　527　　　139

0　　　　　　0　　　　　　0

イ　ンゲンマメ

ダ　イ　コ　ン
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注．凋在は′くルマン法による。線虫歓は土壌25g当りの2連の平均観を示し．線虫の検出された

連作5年目の植物寄生性線虫の調査結果を表6に示した。

7区中，淡色土畑では3区に，腐植上畑ではダイコン区を

除く6区に線虫が認められた。連作5年目の作付後におけ

るキタネコプセンチュウは淡色土畑と腐植土畑のトマト区

で．キクネグサレセンチュウは主に腐植土畑での発生が顕

著でスイートコーン＞キャベツ＞インゲンマメ＞エダマメ

区の順に高密度であった。スイートコーン区のキタネグサ

レセンチュウとトマト区のキタネコプセンチュウは5年日

の作付前から高密度に発生しており，両作物はそれぞれの

好適作物であることから連作によって増殖したものと思わ

れる。一一万，エンバク区は両蘭場とも検出されず，ダイコ

ン区の増殖も低かった。

キタネコプセンチュウはトマトを好適作物とし，品質に

もかなり影響を及ぼすとされ‖ているが，本試験で行った

トマト上物率調査においても，キタネコプセンチュウが多

い連作畑の上物収穫量は，初畑作の約60％で，上物割合は

20～30％低く，さらに，淡色土畑の7月2日抜取り株のゴー

ル指数（X）とトマト上物垂（Y）との間にはY＝622－3．93

Ⅹ（r＝－0．959‥轟の高い負の相関が認められた。

以上の結果から，連作による影響は作物や土壌の種頬によっ

てかなり異なることが確認されたが，より専門的分野からの

長期的な検討が必要であると考えられる。なお，連作土壌が

後作物に及ぼす影響については∴現在試験中である。

4　ま　と　め

2種類の火山灰土畑を用いて，6種類の野菜と1種猿の

牧草を5年間連作し，それらの生育・収量の推移と各種障

害の発生様相について調査した。1）5か年の試験期間には

冷害と夏季の干ばつがあり，作物の生育・収量の年次推移

や土壌間の比較は十分に把握できなかった。2）各種病害の

発生は，インゲンマメ，キャベツ，トマト，エンバク等で

認められ，その程度は腐植土畑で大きく，かつ早かった。

3）連作跡地のキタネグサレセンチュウの発生は，腐植土畑

が淡色土畑より高密度であり，スイートコーン，キャベツ，

インゲンマメ，エダマメ区で増殖率が高かった。また，キ

タネコプセンチュウの発生はトマト区で顕著であり．トマ

ト上物垂との間には高い負の相関が認められた。4）5年連

作による生育・収量の低下は，初作畑との比較においてエ

ンバク区を除く各区で認められたが，その程度は作物と土

壌の種類でかなり異なった。
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